
工藤正俊業績 

肝臓のアシアロシンチグラフィ(アシアロ糖タンパクイメージング)の開発 
 

■肝臓アシアロシンチグラフィ開発の経緯 

肝臓アシアロシンチグラフィ(99mTc-GSA)は工藤正俊が神戸市立中央市民病院に在任中[1979-

1997]と カリフォルニア大学デービスメディカルセンター(UC Davis)に在任中[1987-1989]）, UC 

Davisの Prof. RC Stadalnik, Prof. DR Varaとの共同研究を行った 1983年-1994年までの成果をも

とに日本メジフィジックス社が製品化を目指し、工藤正俊と UC Davis との共同研究の結果 99mTc 

GSAの合成に成功した。その後①工藤正俊, ②鳥塚莞爾 元京都大学核医学教授(元日本核医学会 理事

長), ③日本メジフィジックス社の３者の産学共同研究による第 1 相, 第 2 相, 第 3 相臨床試験をもと

に開発に成功した肝機能診断用 RI製剤である. 

1992年 8月に厚生労働省により薬事承認され, 現在は肝予備能評価法として日本国内の病院で盛ん

に使用されている. 

現在汎用されているHH15, LHL15という評価指標は工藤正俊により独自に考案されたものである. 

これらの一連の業績により, 工藤正俊は 1989 年米国核医学会 Berson-Yalow Award (1989 年), 日

本消化器病学会奨励賞(1992年), 日本核医学会賞(1993年)を受賞した. 以下に関連論文業績を示す. 
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